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納税

=5月15sから9月30おまでコ

駅舎工事@線増工事資材輸送のため

ノt

ス
は
朝
晩
だ
け
駅
広
発
着

自
家
用
車
の
乗
れ
り
入
れ
は
ご
遠
患
を

田
料
品
副
お
引
日
一
線
複
々
線
E
市引に

抑
汁
う
我
孫
子
駅
改
良
工
事
お
よ

び
露
関
間
的
刷
工
事
等
の
資
材
翰
送

の
た
め
、
開
肌
前
滋
h

ソ
は
火
裂
準

m
V

出
制
入
ハ
ソ
が
滋
し
く
な
り
、
ま

た
、
絞
殺
災
ヱ
療
に
よ
り
、
駅

務
総
務
は
さ
ら
に
淡
く
な
り
ま

す
。
絞
っ
て
、
総
惜
別
ぶ
蝋
明
も
側
臥

そ
の
掛
川
綴
と
し

期
間
出
部
品
骨
が
協
議
し
た
品
開
来

よ
う
に
バ

A
の
待
問
調
整

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
複
々
柏
駅
工
事
、
駅
改
良
工

事
と
い
う
事
怒
の
た
め
や
む
を

得
な
い
と
と
明
、
あ
哲
、
今
ま
で

よ
争
以
上
の
四
需
品
協
に
議
備
さ
れ

る
務
相
蛇
明
、
す
の
で
、
地
帯
主
主
の

ど
協
力
を
お
側
聞
い
い
た
し
ま

ず
0

・
な
お
、
と
の
お
中
内
規
制
酬
は

次
の
主
お
ち
で
ず
a

V
術開設輔蹴制抑制剤側関

ザ品
n
月
十
五
お
か
ら
九
月
三
十

詰
ま
で

o
X惑
の
滋
峠
皆
殺
況
に

よ
っ
て
は
鋭
機
材
陣
回
抗
さ
れ
る
。

襲
崎
土
地
区
画
整
理
事
業

者
対
縦
覧
は
五
月
二
十
五
百
ま
で

我
孫
子
議
{
申
告
濁
事
業
柴
崎

求
総
夜
一
幽
整
渓
事
業
に
つ
き
ま

臨
し
て
は
・
皆
様
方
の
深
い
ど
環

糊
鉾
主
ど
協
力
に
よ
り
，
楚
々
色
融
中

総
綴
が
汲
ん
で
お
ち
ま
し
た
が
、

ロ'viu 
A
J門家手渡殺数

時
掠
叫
す
黙
認
お
ふ
ん
柚
地
鼠
減
数

糊嶋市借婚摘出
W

地
湾
総
に
つ
い
て
は
、

職
情
況
を
総
べ
い
ろ
い
ろ
級
料
闘
し

ま
で
千
葉
緑
町
州
事
に
点
品
交
惑
を

提
践
す
る
ど
と
が
晴
、
き
ま
す
o

v縦
覧
糊
期
間

}
品
開
月
十
品
…
日
は
か
ら
こ
十
川
本
お

ま
で
の
一
一
澗
組
関
問
符
側
関
は
か
T
約

八
臨
吋
繁
か
ら
午
後
}
単
線
ま
で

w-桝制
僻
見
場
所

総
孫
子
脚
叶
仇
税
務
総
街
路
義
務

V
縦
覧
に
お
気
せ
す
る
関
関
察

我
孫
子
秘
策
計
回
出
家
業
後
続

土
地
区
間
開
設
遂
事
業
計
出
掛
警
護

び
に
関
係
制
問
委

土
地
区
画
整
理
事
業

五
丹
二
十
五
日
ま
で
緩
覧

ま
し
た
紛
然
、
つ
夕
、
の
と
お
舎

の
隊
餓
な
柳
川
絡
す
る
乙
と
に
淡

り
、
ぬ
悶
…
一
小
し
ま
し
た
の
で
お
州
知

V

パ

ス

①
パ
ス
が
閥
抗
差
出
削
広
場
へ
采
入
れ

で
き
る
恥
吋
同
開
〈
融
制
政
訴
隊
問
〕

。
午
前
一
ハ
繰
か
ら
キ
鵠
朗
八
持
一
一
一

十
分
ま
で

。
午
後
線
路
吋
対
一
十
分
か
ら
午
後

八
約
ま
で
〈
九
月
一
応
十
鈴
設
で
〉

。
午
前
際
紛
一
一
日
十
分
か
ら
今
後

am門

略国駅前付

ら
殺
し
ま
す
o

w
v
都
市
計
測
の
綴
綴

・・中品叫崎町院側議瑚明感激
m

v・
ヱ
織
の
隠
滅

犬
家
我
係
手
の
う
ち
一
手
漏
出
嫁

後
盤
、
米
子
山
、
変
哲
出
向
、
開
関

東
田
各
一
部

V
縦
覧
期
間

五
R

月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
の
二
週
間

V
縦
突
場
所

品
棋
柑
開
予
狩
役
場
都
市
制
州
品
川
浴

衣
n
月
十
人
問
か
ら
は
、
品
斜
線

桝
航
路
ゅ
は

務
総
日
午
前
八
将
棋
↑
か
ら
午
後
笈

臨
吋
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

七
時
三
十
分
ま
で
〈
十
万
一
行

以
降
)

品w
右
の
綱
制
緩
臨
吋
開
間
以
外
は
、
制
執

前
十
本
的
閉
山
政
淡
潟
機
管
7
m
w
パ

ス附
W
印
鋼
所
が
訓
郡
伐
抑
制
切
と
な
ち
ま

す
ovタ
ウ
シ
l

今
ま
で
ど
お
h
ソ
釈
輸
出
広
場
で

nrtl1i 

都
市
代
併
で
き
ま
す
。
ハ
A
U
数
制
関
担
問
)

曹
絞
品
開
通
け
り
の
速
度

開
肌
読
通
り
の
車
両
の
述
伎
は

]
一
十
キ
ロ
以
下
で
徐
行
し
ま
し

ょ
う
。

V
一
毅
-
医
療
用
議

一
絞
殺
府
部
制
州
市
も
関
係
議
の

向
日
中
川
相
腕
制
附
に
協
カ
し
て
、
即
肌
泌

広
務
へ
の
都
品
入
れ
は
ど
地
域
綴
く

だ
事
い
。

V
そ
の
他

以
前
常
時
制
問
中
は
み
ん
な
が
受

精
繍
議
絡
を
守
り
、
咋
世
{
瀦
事
故
時
開

先
に
.
万
全
を
携
し
ま
し
ょ
う
。
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都
市
改
造
事
務
所

五
月
十
八
日
に
如
何
設

内

M
常
輯閥抗予部関

脇
戟抑
的
宮
市
絞
殺
事
業
も
各
議
調
ん
と
十
分
に
話
し
合
い
を
し
な

査
、
総
量
な
ど
燦
設
に
進
み
、
が
ら
一
円
討
も
亭
く
立
後
な
総
務

事
業
計
一
盛
決
定
の
準
備
段
階
に
地
が
完
成
す
る
よ
う
努
カ
い
た

入

っ

て

い

ま

す

。

し

ま

す

の

で

、

い

っ

そ

う

の

ど

と
の
慨
側
、
総
係
者
の
方
々
に
協
力
安
山
抑
制
問
い
い
た
し
ま
す
。

は
ど
潔
然
と
ど
務
カ
を
綴
き
惨
な
お

ζ

の
議
輸
相
続
税
縦
畿
に

く
お
制
作
権
し
ぷ
げ
ま
す
。
あ
た
争
点
総
臨
間
官
官
点
棋
に
は
、
本

容
で
、
「
判
部
品
開
放
滋
総
務
機
絞
め
数
瀬
駅
叫
執
念
よ
く
併
し
制
聡
制
静

競
い
も
ヤ
緩
め
後
搬
駄
に
双
m
月
十
闘
い
ま
し
て
、
慾
ま
れ
た
務
掛
川

入
詰
か
ら
糊
開
絞
す
る
と
主
に
な
に
慾
殺
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お

ち

ま

し

た

。

礼

出

・

し

上

回

り

ま

す

。

品
後
段
、
柏
崎
区
内
の
み
な
さ

関Tの人I:l
官持表146者 4 Jl3O認滋夜
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ら客業
六践にお

i雲つ知
者いら
日はて 喰

F

り
4
M
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口
Mt
 

旬
月6
 

役
場
の
移
記
慌
に
よ
智
、
い
ろ

い
ろ
k
ど
不
相
践
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
が
、
こ
め
た
び
夜
間
間
の

佼
槻
胤
に
鋭
掛
腕
前
明
敏
明
絞
殺
た
て
ま

し
た
の
で
、
十
分
ど
将
殿
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
添
い
ま
す
。

宮
た
、
削
抑
制
十
制
悶
符
け
か
ら
は
、

特
例
械
叩
テ
飲
食
市
内
に
務
ち
楽
務
を

取
ハ
ソ
絞
い
ま
す
阜
で
、
い
っ
そ

う
の
ど
初
勝
争
吋
ho
緩
い
い
た
し

ま
す
。

wv
受
付
事
務
の
国
間
姶

六
月
一
口
か
ら

V
議
務
内
容

戸
拙
刷
、
仲
間
庭
園
間
の
時
附
仏
V
中阜の

作
成

V
醐
醐
品
胤
と
没
H
W

午
知
削
山
叩
に
受
付
会
し
た
も
め

に
つ
い
て
は
午
後
命
以
終
か
ら
務

付
し
ま
す
。
午
後
必
品
刊
を
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
銀
自
の
キ

翁
十
砕
か
ら
受
付
し
ま
す
。

ま
た
、
土
般
日
に
受
付
を
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
円
月
閥
曜
日

に
受
付
し
ま
す
。

駅
前
事
務
所
開
設

伊
良
輔
謄
抄
本
を
交
付

1担手

工事手

六
月
一
日
に

商
業
統
計
識
変

六
月
一
討
に
術
系
統
計
制
肉
祭

刊
か
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
と
の
持
関

叫
削
側
附
潟
棋
は
，
入
拡
闘
の
衛
隊
合
も

れ
な
く
総
淡
し
ず
旬
、
出
関
応
数
、

制
悦
衆
議
数
、
術
品
川
問
符
獄
、
期
間

n
開
手
掛
狩
綴
等
学4
鯛
附
議
す
る
も
の

句
、
通
産
省
が
実
施
し
て
い
る

特
制
定
総
計
閣
制
盗
で
す
。
今
関
の

議
査
は
、
数
え
て
十
回
目
に
あ

た
ち
ま
す
。

V
調
査
日

昭
和
和
四
十
五
年
六
月
一
日

マ
瑚
闘
交
の
緩
衝

知
却
し
借
用
、
小
先
借
用
お
よ
び
飲

食市山

マ
摺
嗣
遂
の
方
法

級
官
潟
潟
践
が
内
問
的
w
h

附
削
除
し
て

欄
間
凝
議
を
閉
山
お
し
、
後
日
間

耐
棋
拭
旬
開
い
ま
す
。

潟
市
惜
の
仙
波
さ
ま
に
古
い
て
い

た
だ
い
た
務
査
察
は
.
町
よ
同
m

m
j
ハ
遺
産
お
ぱ
を
滋
じ
て
集

計
さ
れ
‘
菌
、
日
滑
に
お
い
て
は

布
開
業
譲
災
施
策
母
遮
礎
資
料
と

し
て
、
ま
た
、
市
町
村
に
お
い

て
は
将
来
の
十
開
業
の
動
向
お
よ

び
絞
殺
資
料
と
b
f
も
非
常
に

後
放
っ
て

hA9ま
ナ
。
湘
附
官
就
闘

が
抑
制
い
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
ど

協
力
く
だ
さ
い
。

…

ふ

4
'
…

…

徳

学

拘

…

替

相

語

り

…
ゐ
桔
A
t
J
1
4
b
y
'
'

入

一
間

y
L
F酌

一
階
品
種
韓
併

一

嗣

闘

内

H
M跨
殴
回
目
臨
園
開
民
闘
酢
掴
令
。

一

川

弘

北

一

朗

羽

山

市
制
制
を
時
間
揮
輸
に

ゅ
の
木
お
花
募
集

防
明
、
は
、
七
万
一
門
誌
を
悶
悶
燃

に
ゆ
抑
制
闘
終
行
々
子
然
、
君
、
機
蜘
糊

合
滋
め
て
い
ま
す
が
、
・
務
総
攻

緩
み
時
し
て
、
ぶ
〈
蜘
吋
紙
片
の
地
お
き

ま
か
ら
中
山
中
小
・
併
用
お
た
公
募
し

た
い
と
緩
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ど
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
の
融
即
時
弘
、
ハ
ガ

キ
に
仲
間
引
所
・
氏
名
を
間
関
認
の
う

え
五
月
一
二
十
一
良
ま
で
に
役
場

企
画
室
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

660 



水
洗
便
所
設
置
者
は
登
録
を

清
諦
と
維
持
管
理
は
指
定
業
者
に

び車う事誕広、，J附吋
町
時品制緩制

体
力
づ
く
り
歩
こ
う
連
動

一一一機
こ
の
ご
ろ
の
紋
淡
の
生
活
河
川
い
る
う
ち
に
吋
た
か
ら
紛
れ

一
主
て
も
後
利
で
楽
に
な
り
‘
カ
る
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
い

一
仕
事
や
品

AF--こ
と
が
少
な
く
な
っ
の
問
問
に
か
か
け
な
く
な
り
、

一

り

ま

し

た

。

波

乱

弘

一

い

か

ら

v

だ
に
な
っ
て
し

…
・
と
こ
ろ
が
、
と
れ
を
後
ん
で
ま
い
ま
す
。
普
か
ら
が
く
こ
と

、内ノそレU，At
 

湾》

揖
抑
制
杵
念
お
よ
び
綾
綴
守
い
ふ
り
管
調
理

創
刊
点
蹴
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

η
定
め
ら
れ
て
お
ち
ま
す
の

で
、
近
日
中
に
時
計
…
吋
容
れ
た
岨
抑

制
此
幾
申
告
が
地
紋
ど
と
に
そ
れ
ぞ

れ
お
奴
い
し
ま
す
。
清
朝
抑
だ
け

で
な
く
総
持
管
制
唱
も
あ
わ
せ
て

絞
齢
制
さ
れ
ま
す
よ
う
お
綴
い
い

た
し
ま
す
ω

町
会
側
械
に
登
録
済
の
殺
後
者

に
は
別
途
個
人
明
細
灼
い
た
し
ま

し
た
が
、
開
掛
か
な
か
っ
た

p
、

朱
幾
払
輔
の
設
位
者
は
液
晶
国
ど
連

総
く
だ
さ
い
。

我
孫
マ
ナ
蜘
吋
拙
制
緩
苓
務
所

網
開
綿
綿
入
八
日
則
二
五
開
問
七
需

長?主主諸島古~災の湧替によち i京有1451f.)聖 f獄事146年3Jl 31 おまでJ のみ()内的

料金会望書mいたします。

は
も
っ
と
も
符
卒
な
総
出
版
法
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

も
っ
と
も
滋
本
的
な
歩
行
巡
泌

を
然
添
す
る
た
め
、
と
の
体
力

づ
く
争
歩
己
う
滋
説
拐
を
突
蒸
し

ま
す
。

wv
制
剤
日
五
万
一
日
十
間
関
口
日
午
前

し政浄化そう管怒(主主薬点検)標数料金

110告

1.175 

6.0 I 1.必9

6.5 I 1.325 

(J) Jl2段以上管惑するこ主。
③ ポγプの主主襲撃が多いのでそ円タフロートロット I::'~主怠すること。
@ 務員主主主尽の審議は点、総%ヅタ手入れ等にき伝送すること。
@ 汚i器泌言語試験 (5V)令定鍛的tとrrなうこと。
@ その総必要な渋議会
③ 幸子壊に関襲撃をきたす露設に対しては本手更に1苦舗を恕築ずる。
⑦， 25.0m'以上i士、5m'!議すど1:1こ液体告を潟iま長引自防総h1J告をI!lは4ω円を金書3草する
@ をま2堅議準料念t主総，0州までと寸る。
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